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(57)【要約】
【課題】有用性が高い血圧測定の実施を促すことができ
る技術を提供する。
【解決手段】本発明の一側面に係る血圧測定装置は、血
圧測定を行う血圧測定装置であって、前記血圧測定の実
施をユーザに促す報知を行う報知部と、ユーザからの指
示により血圧測定時刻を設定可能な時刻設定部と、
　血圧測定の推奨時間帯を記憶する記憶部と、
　前記時刻設定部により設定された血圧測定時刻に基づ
き前記報知部に前記報知を開始させ、前記推奨時間帯を
過ぎると前記報知部に前記報知を停止させる制御を行う
制御部と、
　を備える予め設定された報知時間帯になると前記報知
部に前記報知を開始させ、前記報知時間帯を過ぎると前
記報知部に前記報知を停止させる制御を行う制御部と、
を備え、前記報知時間帯の終了時刻は、前記血圧測定の
実施の推奨時間帯に基づく時刻である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血圧測定を行う血圧測定装置であって、
　前記血圧測定の実施をユーザに促す報知を行う報知部と、
　ユーザからの指示により血圧測定時刻を設定可能な時刻設定部と、
　血圧測定の推奨時間帯を記憶する記憶部と、
　前記時刻設定部により設定された血圧測定時刻に基づき前記報知部に前記報知を開始さ
せ、前記推奨時間帯を過ぎると前記報知部に前記報知を停止させる制御を行う制御部と、
　を備える血圧測定装置。
【請求項２】
　請求項１記載の血圧測定装置であって、
　前記時刻設定部は、前記推奨時間帯の範囲内で前記血圧測定時刻を設定する血圧測定装
置。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の血圧測定装置であって、
　前記推奨時間帯は複数設定される血圧測定装置。
【請求項４】
　請求項３記載の血圧測定装置であって、
　前記推奨時間帯は朝と晩の時間帯である血圧測定装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項記載の血圧測定装置であって、
　前記報知部は、発光により前記報知を行い、
　前記制御部は、前記発光を停止させ、又は前記発光の態様を変化させることにより、前
記報知を停止させる血圧測定装置。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１項記載の血圧測定装置であって、
　前記報知部は、振動により前記報知を行い、
　前記制御部は、前記振動を停止させ、又は前記振動の態様を変化させることにより、前
記報知を停止させる血圧測定装置。
【請求項７】
　請求項１から４のいずれか１項記載の血圧測定装置であって、
　前記報知部は、画面表示により前記報知を行い、
　前記制御部は、前記画面表示を停止させ、又は前記画面表示の態様を変化させることに
より、前記報知を停止させる血圧測定装置。
【請求項８】
　請求項１から４のいずれか１項記載の血圧測定装置であって、
　前記報知部は、音声出力により前記報知を行い、
　前記制御部は、前記音声出力を停止させ、又は前記音声出力の態様を変化させることに
より、前記報知を停止させる血圧測定装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項記載の血圧測定装置であって、
　前記推奨時間帯は、ユーザによる変更が不可である血圧測定装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項記載の血圧測定装置であって、
　前記制御部は、前記血圧測定の実施履歴に基づいて前記報知の態様を変化させる血圧測
定装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載の血圧測定装置であって、
　前記血圧測定の実施履歴は、前記血圧測定の実施の頻度に関する履歴である血圧測定装
置。
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【請求項１２】
　血圧測定の実施をユーザに促す報知を行う血圧測定装置の制御プログラムであって、
　ユーザからの指示により設定可能な血圧測定時刻に基づき前記報知を開始するステップ
と、
　血圧測定の推奨時間帯を過ぎると前記報知を停止するステップと、
　をコンピュータに実行させる制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血圧測定装置及び制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使用者が健康機器を使用する時間帯を設定しておき、毎日その設定時間がくると
報知を行う健康機器の使用誘導装置が知られている（特許文献１）。また、発光体又は表
示の点滅で、現在時刻が測定予定時刻を含む所定の時間帯に含まれることが報知される生
体情報測定装置が知られている（特許文献２）。また、患者に血圧測定を促す警報を、毎
日の朝及び夜に発生させる血圧測定装置が知られている（特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１７８７９８号公報
【特許文献２】特開２００８－１２５７２９号公報
【特許文献３】特表２００８－５４３３８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ユーザの血圧状態を正確に評価するために、朝と晩などの所定の時間帯に血圧測定を実
施することが推奨されている。これらの時間帯以外においては、運動等の様々な要素によ
りユーザの血圧が不安定であり、血圧測定を実施しても、ユーザの血圧状態の正確な評価
に対する有用性が低い場合がある。しかしながら、上記の従来技術では、このような有用
性を考慮して血圧測定を促す報知を終了させる手段は開示されていない。
【０００５】
　例えば特許文献１には、設定時間がくると開始される報知を、いつまで継続するかにつ
いて開示がない。これに対して、例えば、血圧測定が実施されると報知を停止するように
することが考えられるが、ユーザがしばらく血圧測定を実施しなかった場合、血圧測定の
実施が推奨される時間帯を過ぎても報知を続けてしまい、上記のような有用性が低い血圧
測定をユーザに促してしまう。また、特許文献２，３においても、このような課題を解決
できる手段は開示されていない。
【０００６】
　そして、上記のような有用性を考慮しない報知が継続されると、報知の血圧測定を促す
訴求力が低下し、継続的な血圧測定に対するユーザのモチベーションが低下するおそれが
ある。
【０００７】
　本発明は、一側面では、このような実情を鑑みてなされたものであり、その目的は、有
用性が高い血圧測定の実施を促すことができる技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するために、以下の構成を採用する。
【０００９】
　すなわち、本発明の一側面に係る血圧測定装置は、血圧測定を行う血圧測定装置であっ
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て、前記血圧測定の実施をユーザに促す報知を行う報知部と、ユーザからの指示により血
圧測定時刻を設定可能な時刻設定部と、血圧測定の推奨時間帯を記憶する記憶部と、前記
時刻設定部により設定された血圧測定時刻に基づき前記報知部に前記報知を開始させ、前
記推奨時間帯を過ぎると前記報知部に前記報知を停止させる制御を行う制御部と、を備え
る。血圧測定の推奨時間帯とは、ユーザの血圧状態を正確に評価するために血圧測定の実
施が推奨される時間帯であり、一例としては、朝晩の時間帯である。
【００１０】
　上記構成では、血圧測定の推奨時間帯が過ぎると、血圧測定が未実施であっても、血圧
測定の実施をユーザに促す報知が停止する。これにより、血圧測定の有用性が低い時間帯
になっても血圧測定の実施をユーザに促してしまうことを回避し、有用性が高い血圧測定
の実施を促すことができる。このため、例えば、継続的な血圧測定に対するユーザのモチ
ベーションの低下を抑制することができる。
【００１１】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記時刻設定部は、前記推奨時間帯の範囲内
で前記血圧測定時刻を設定してもよい。
【００１２】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記推奨時間帯は複数設定されてもよい。当
該構成によれば、ユーザの血圧状態を正確に評価するために血圧測定の実施が推奨される
日毎の複数の推奨時間帯について、推奨時間帯が過ぎても報知を続けることを回避するこ
とができる。
【００１３】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記推奨時間帯は朝と晩の時間帯であっても
よい。当該構成によれば、例えば、ユーザの血圧状態を正確に評価するために血圧測定の
実施が推奨される日毎の朝晩の各推奨時間帯について、推奨時間帯が過ぎても報知を続け
ることを回避することができる。
【００１４】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記報知部は、発光により前記報知を行い、
前記制御部は、前記発光を停止させ、又は前記発光の態様を変化させることにより、前記
報知を停止させてもよい。
【００１５】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記報知部は、振動により前記報知を行い、
前記制御部は、前記振動を停止させ、又は前記振動の態様を変化させることにより、前記
報知を停止させてもよい。
【００１６】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記報知部は、画面表示により前記報知を行
い、前記制御部は、前記画面表示を停止させ、又は前記画面表示の態様を変化させること
により、前記報知を停止させてもよい。
【００１７】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記報知部は、音声出力により前記報知を行
い、前記制御部は、前記音声出力を停止させ、又は前記音声出力の態様を変化させること
により、前記報知を停止させてもよい。
【００１８】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記推奨時間帯は、ユーザによる変更が不可
であってもよい。当該構成によれば、ユーザが推奨時間帯の終了時刻を変更してしまい、
本来の推奨時間帯が過ぎても報知が続くことを回避することができる。
【００１９】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記制御部は、前記血圧測定の実施履歴に基
づいて前記報知の態様を変化させてもよい。当該構成によれば、報知の態様によってユー
ザが血圧測定の実施状況を認識できるため、ユーザによる血圧測定の継続的な実施を支援
することができる。
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【００２０】
　上記一側面に係る血圧測定装置において、前記血圧測定の実施履歴は、前記血圧測定の
実施の頻度に関する履歴であってもよい。当該構成によれば、血圧測定の実施の頻度が低
いほど、血圧測定の実施をユーザに強く促す態様で報知を行うことが可能になるため、ユ
ーザによる血圧測定の継続的な実施を支援することができる。
【００２１】
　本発明の一側面に係る制御プログラムは、血圧測定の実施をユーザに促す報知を行う血
圧測定装置の制御プログラムであって、ユーザからの指示により設定可能な血圧測定時刻
に基づき前記報知を開始するステップと、血圧測定の推奨時間帯を過ぎると前記報知を停
止するステップと、をコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、有用性が高い血圧測定の実施を促すことができる技術を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明を適用した血圧測定装置１の一例を示す図である。
【図２】血圧測定装置１における本体部１０の内部構成を示す図である。
【図３】血圧測定装置１による報知設定処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】血圧測定装置１による報知処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】血圧測定装置１により設定される報知時間帯の一例を示す図である。
【図６】血圧測定の実施履歴に応じた報知態様の制御の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の一側面に係る実施の形態を、図面に基づいて説明する。
【００２５】
§１　適用例
＜本発明を適用した血圧測定装置１＞
　図１は、本発明を適用した血圧測定装置１の一例を示す図である。血圧測定装置１は、
ユーザの血圧を測定し、その測定の結果をユーザに出力するシステムである。例えば、血
圧測定装置１は、本体部１０と、ユーザの上腕に巻付け可能なカフ３０と、本体部１０と
カフ３０を接続するエアチューブ４０とを備える。図１の例ではカフ３０と本体部１０が
別体となっているが、カフ３０が本体部１０と一体化されていてもよい。
【００２６】
　本体部１０は、表示部１９と、操作部２１と、報知部２０とを備える。
【００２７】
　表示部１９は、血圧値及び脈拍数等の各種情報を表示する。例えば、表示部１９は、液
晶画面等により構成される。操作部２１は、ユーザ（被測定者）からの指示を受け付ける
操作部である。操作部２１の構成については後述する。
【００２８】
　報知部２０は、血圧測定の実施をユーザに促す報知を行う。図１に示す例では、報知部
２０は、発光により報知を行うＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：発
光ダイオード）である。報知部２０は、点灯することにより、血圧測定の実施をユーザに
促している状態となり、消灯（発光を停止）することにより、血圧測定の実施をユーザに
促していない状態となる。
【００２９】
　血圧測定装置１は、血圧測定時刻になると報知部２０を点灯（報知を開始）させ、血圧
測定の推奨時間帯を過ぎると報知部２０に消灯（報知を停止）させる制御を行う。血圧測
定時刻は、例えば操作部２１を介して、ユーザからの指示により設定可能な時刻である。
血圧測定の推奨時間帯は、ユーザの血圧状態を正確に評価するために血圧測定を実施する
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ことが推奨されている時間帯である。
【００３０】
　推奨時間帯は、例えば、朝の時間帯（一例としては４時から１１時５９分５９秒まで）
と晩の時間帯（一例としては１９時から２５時５９分５９秒まで）である。なお、本明細
書において、時刻は２４時制で記載される。
【００３１】
　すなわち、血圧測定装置１が報知を行う報知時間帯の開始時刻は、ユーザにより設定可
能である。一方で、血圧測定装置１が報知を行う報知時間帯の終了時刻は、推奨時間帯の
終了時刻と一致しており、ユーザによる変更が不可である。
【００３２】
　このように、血圧測定装置１は、血圧測定の実施をユーザに促す報知を行うとともに、
血圧測定の実施の推奨時間帯の終了時刻になると、報知を開始した時刻に関わらずに報知
を停止する。これにより、血圧測定の有用性が低い時間帯になっても血圧測定の実施をユ
ーザに促してしまうことを回避し、有用性が低い血圧測定の実施を抑制することができる
。このため、例えば、継続的な血圧測定に対するユーザのモチベーションの低下を抑制す
ることができる。
【００３３】
　なお、報知時間帯の終了時刻が、報知時間帯の開始時刻に関わらずに推奨時間帯の終了
時刻に基づいて設定される時刻であることにより、例えば報知を開始してから一定時間後
に報知を停止する構成と異なり、血圧測定の有用性が低い時間帯になると報知を停止する
ことが可能になる。
【００３４】
　また、報知時間帯の終了時刻、すなわち推奨時間帯の終了時刻のユーザによる変更が不
可であることにより、報知時間帯（推奨時間帯の終了時刻）の終了時刻をユーザが変更し
てしまい、本来の推奨時間帯が過ぎても報知が続くことを回避することができる。
【００３５】
§２　構成例
［血圧測定装置１の構成］
＜操作部２１の構成＞
　操作部２１は、測定／停止スイッチ２１Ａ、メモリスイッチ２１Ｂ、及び矢印スイッチ
２１Ｃ，２１Ｄ等を含む。測定／停止スイッチ２１Ａは、電源をＯＮ又はＯＦＦするため
の指示の入力と測定開始及び終了の指示を受け付ける。
【００３６】
　メモリスイッチ２１Ｂは、本体部１０に記憶された血圧データ等の情報を読み出し、表
示部１９に表示する指示を受け付ける。矢印スイッチ２１Ｃ，２１Ｄは、情報呼び出しの
際のメモリ番号の上げ下げの指示を受け付ける。
【００３７】
＜血圧測定装置１における本体部１０の内部構成＞
　図２は、血圧測定装置１における本体部１０の内部構成を示す図である。
【００３８】
　カフ３０は空気袋３１を含んでおり、この空気袋３１に図１に示したエアチューブ４０
が接続されている。
【００３９】
　本体部１０は、圧力センサ１１と、ポンプ１２と、弁１３と、発振回路１４と、ポンプ
駆動回路１５と、弁駆動回路１６と、電源１７と、図１に示した表示部１９と図１に示し
た報知部２０と、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１８と、
図１に示した操作部２１と、メモリ２２とを備える。ＣＰＵ１８は、本発明の「制御部」
の一例である。操作部２１は、本発明の「時刻設定部」の一例である。メモリ２２は、本
発明の「記憶部」の一例である。
【００４０】
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　ポンプ１２は、カフ３０による被測定部位への圧迫圧力を増加させるために、空気袋３
１に空気を供給する。
【００４１】
　弁１３は、空気袋３１内の空気を排出又は封入するために開閉される。
【００４２】
　ポンプ駆動回路１５は、ポンプ１２の駆動を、ＣＰＵ１８から与えられる制御信号に基
づいて制御する。
【００４３】
　弁駆動回路１６は、弁１３の開閉制御を、ＣＰＵ１８から与えられる制御信号に基づい
て行う。
【００４４】
　ポンプ１２、弁１３、ポンプ駆動回路１５、及び弁駆動回路１６により、カフ３０によ
る被測定部位への圧迫圧力を変化させることができる。
【００４５】
　電源１７は、本体部１０の各部に電力を供給する。
【００４６】
　ＣＰＵ１８は、本体部１０全体を統括制御すると共に各種の演算処理を行う。上記の報
知部２０による報知は、ＣＰＵ１８により制御される。
【００４７】
　圧力センサ１１は、エアチューブ４０と接続される圧力センサであり、一例として静電
容量型の圧力センサである。静電容量型の圧力センサは、検出する圧力に応じて容量値が
変化するものである。
【００４８】
　発振回路１４は、圧力センサ１１の容量値に基づき発振し、当該容量値に応じた信号を
ＣＰＵ１８に出力する。ＣＰＵ１８は、発振回路１４から出力される信号を圧力値に変換
することによって、カフ３０の圧力（カフ圧）を検出する。
【００４９】
　メモリ２２は、ＣＰＵ１８に所定の動作をさせるためのプログラムやデータを記憶する
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）と、ワークメモリとしてのＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）と、測定した血圧データ等を格納するフラッシュ
メモリとを含む。上述の推奨時間帯は、例えばメモリ２２のＲＯＭやフラッシュメモリ等
に記憶されている。
【００５０】
［血圧測定装置１の処理］
　以下に説明する血圧測定装置１の処理は、例えばＣＰＵ１８がメモリ２２のＲＯＭに記
憶される制御プログラムを読み出して実行することで主にＣＰＵ１８により実行される。
【００５１】
＜血圧測定装置１による報知設定処理＞
　図３は、血圧測定装置１による報知設定処理の一例を示すフローチャートである。血圧
測定装置１は、上記の報知を行う報知時間帯を設定する処理として、例えば図３に示す処
理を実行する。
【００５２】
　まず、血圧測定装置１は、朝の測定時刻の入力をユーザから操作部２１により受け付け
る（ステップＳ４１）。朝の測定時刻とは、朝の推奨時間帯においてユーザが血圧測定を
実施する予定の時刻である。朝の推奨時間帯は、一例としては４時から１１時５９分５９
秒までの時間帯である。
【００５３】
　次に、血圧測定装置１は、上記の報知を行う朝の報知時間帯である第１報知時間帯の開
始時刻を、ステップＳ４１により受け付けた朝の測定時刻の５分前の時刻に設定する（ス
テップＳ４２）。また、血圧測定装置１は、第１報知時間帯の終了時刻を、朝の推奨時間



(8) JP 2021-69509 A 2021.5.6

10

20

30

40

50

帯の終了時刻である１１時５９分５９秒に設定する（ステップＳ４３）。ステップＳ４１
～Ｓ４３により、第１報知時間帯が設定される。
【００５４】
　次に、血圧測定装置１は、晩の測定時刻の入力をユーザから操作部２１により受け付け
る（ステップＳ４４）。晩の測定時刻とは、晩の推奨時間帯においてユーザが血圧測定を
実施する予定の時刻である。晩の推奨時間帯は、一例としては１９時から２５時５９分５
９秒までの時間帯である。
【００５５】
　次に、血圧測定装置１は、上記の報知を行う晩の報知時間帯である第２報知時間帯の開
始時刻を、ステップＳ４４により受け付けた晩の測定時刻の５分前の時刻に設定する（ス
テップＳ４５）。また、血圧測定装置１は、第２報知時間帯の終了時刻を、晩の報知時間
帯の終了時刻である１時５９分５９秒（２５時５９分５９秒）に設定する（ステップＳ４
６）。ステップＳ４４～Ｓ４６により、第２報知時間帯が設定される。
【００５６】
　図３に示したように、第１報知時間帯及び第２報知時間帯を含む報知時間帯の開始時刻
は、ユーザからの入力によって設定される。一方で、報知時間帯の終了時刻は、推奨時間
帯に基づき固定的に設定され、ユーザからは設定不可である。
【００５７】
＜血圧測定装置１による報知処理＞
　図４は、血圧測定装置１による報知処理の一例を示すフローチャートである。血圧測定
装置１は、上記の報知を行う処理として、例えば図４に示す処理を実行する。
【００５８】
　まず、血圧測定装置１は、現在時刻を取得する（ステップＳ５１）。例えば、血圧測定
装置１は、血圧測定装置１が内蔵する内部時計に基づく現在時刻を取得する。次に、血圧
測定装置１は、ステップＳ５１により取得した現在時刻が報知時間帯の時刻か否かを判断
する（ステップＳ５２）。例えば、血圧測定装置１は、現在時刻が図３に示した第１報知
時間帯及び第２報知時間帯のいずれかの時刻であるか否かを判断する。
【００５９】
　ステップＳ５２において、現在時刻が報知時間帯の時刻でない場合（ステップＳ５２：
Ｎｏ）は、血圧測定装置１は、報知部２０を消灯させる制御を行い（ステップＳ５３）、
ステップＳ５１へ戻る。ステップＳ５３において、具体的には、血圧測定装置１は、報知
部２０が点灯していた場合は報知部２０を消灯させ、報知部２０が消灯していた場合は報
知部２０の消灯を維持する制御を行う。
【００６０】
　ステップＳ５２において、現在時刻が報知時間帯の時刻である場合（ステップＳ５２：
Ｙｅｓ）は、血圧測定装置１は、当該時間帯にユーザが血圧測定装置１による血圧測定を
実施済み（測定済み）であるか否かを判断する（ステップＳ５４）。なお、当該時間帯と
は、現在時刻を含む報知時間帯であって、現在時刻を含む報知時間帯より前の、前日等の
報知時間帯は含まない。
【００６１】
　ステップＳ５４において、血圧測定を実施済みである場合（ステップＳ５４：Ｙｅｓ）
は、血圧測定装置１は、ステップＳ５３へ移行する。血圧測定を実施済みでない場合（ス
テップＳ５４：Ｎｏ）は、血圧測定装置１は、報知部２０を点灯させる制御を行い（ステ
ップＳ５５）、ステップＳ５１へ戻る。ステップＳ５５において、具体的には、血圧測定
装置１は、報知部２０が消灯していた場合は報知部２０を点灯させ、報知部２０が点灯し
ていた場合は報知部２０の点灯を維持する制御を行う。
【００６２】
［制御プログラム］
　血圧測定装置１の制御プログラムは、プログラムをコンピュータが読取可能な一時的で
ない（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）記憶媒体に記憶される。このような「コンピュー
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タ読取可能な記憶媒体」は、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ－ＲＯＭ
）等の光学媒体や、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリ又はメ
モリカード等の磁気記憶媒体等を含む。また、このようなプログラムを、インターネット
等のネットワークを介したダウンロードによって提供することもできる。
【００６３】
§３　動作例
＜血圧測定装置１により設定される報知時間帯＞
　図５は、血圧測定装置１により設定される報知時間帯の一例を示す図である。図５に示
す第１報知時間帯６１は、図３に示したステップＳ４１～Ｓ４３により設定される第１報
知時間帯の一例である。図５に示す第２報知時間帯６２は、図３に示したステップＳ４４
～Ｓ４６により設定される第２報知時間帯の一例である。
【００６４】
　図５に示す例では、図３に示したステップＳ４１において朝の測定時刻として７時３０
分が入力され、図３に示したステップＳ４４において晩の測定時刻として０時２０分が入
力された場合について説明する。
【００６５】
　この場合に、第１報知時間帯６１は、開始時刻が７時３０分の５分前の７時２５分であ
り、終了時刻が１１時５９分５９秒である時間帯となる。第２報知時間帯６２は、開始時
刻が０時２０分の５分前の０時１５分であり、終了時刻が１時５９分５９秒である時間帯
となる。
【００６６】
　仮にユーザが血圧測定装置１による血圧測定を実施しない場合、血圧測定装置１は、図
５に示すように、第１報知時間帯６１及び第２報知時間帯６２において、報知部２０（Ｌ
ＥＤ）を点灯させ、他の時間帯においては報知部２０を消灯させる制御を行う。
【００６７】
　また、図示しないが、第１報知時間帯６１においてユーザが血圧測定装置１による血圧
測定を実施した場合、血圧測定装置１は、その第１報知時間帯６１の残りの期間は報知部
２０を消灯させる制御を行う。同様に、第２報知時間帯６２においてユーザが血圧測定装
置１による血圧測定を実施した場合、血圧測定装置１は、その第２報知時間帯６２の残り
の期間は報知部２０を消灯させる制御を行う。
【００６８】
§４　変形例
　以上、本発明の実施の形態を詳細に説明したが、上記の説明はあらゆる点において本発
明の例示に過ぎない。本発明の範囲を逸脱することなく種々の改良や変形を行うことがで
きる。例えば、以下のような変更が可能である。なお、以下では、上記実施形態と同様の
構成要素に関しては同様の符号を用い、上記実施形態と同様の点については、適宜説明を
省略した。以下の変形例は適宜組み合わせ可能である。
【００６９】
［変形例１］
＜血圧測定の実施履歴に応じた報知態様の制御＞
　図６は、血圧測定の実施履歴に応じた報知態様の制御の一例を示す図である。血圧測定
装置１は、血圧測定装置１による血圧測定の実施履歴に基づいて上記の報知の態様を変化
せてもよい。例えば、血圧測定装置１は、血圧測定装置１による血圧測定の実施履歴をメ
モリ２２等に記憶させる。血圧測定の実施履歴は、例えば血圧測定が実施された日時を示
す情報を含む。
【００７０】
　また、血圧測定装置１のメモリ２２には、図６に示す制御テーブル７０が予め記憶され
ている。制御テーブル７０は、血圧測定の実施履歴に関する条件毎に、報知部２０の報知
の態様が対応付けられている。
【００７１】
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　例えば、制御テーブル７０は、直近の推奨時間帯で血圧測定装置１による血圧測定が実
施済み（測定済み）である場合は、報知部２０を緑色で点灯することを示している。なお
、直近の推奨時間帯とは、現在時刻より前の推奨時間帯のうち最新の推奨時間帯である。
【００７２】
　また、制御テーブル７０は、直近の１回又は２回の推奨時間帯で血圧測定装置１による
血圧測定が実施されていない場合は、報知部２０をオレンジ色で点灯することを示してい
る。また、制御テーブル７０は、直近の３回以上の推奨時間帯で血圧測定装置１による血
圧測定が実施されていない場合は、報知部２０を赤色で点灯することを示している。
【００７３】
　血圧測定装置１は、例えば図４に示したステップＳ５５において、血圧測定の実施履歴
と制御テーブル７０とに基づいて、報知部２０の点灯色を制御する。一例として、ある日
を１日目として、１日目の晩の推奨時間帯に血圧測定が実施されると、２日目の朝の推奨
時間帯にかかる報知時間帯に報知部２０が緑色に点灯する。そして、２日目の朝の推奨時
間帯に血圧測定が実施されなかった場合、２日目の晩の推奨時間帯にかかる報知時間帯に
報知部２０がオレンジ色で点灯する。
【００７４】
　これにより、ユーザに対して、血圧測定の実施を促すとともに、血圧測定の実施状況を
ユーザに認識させることができる。したがって、ユーザによる継続的な血圧測定の実施を
支援することができる。例えば、図６に示した例のように、推奨時間帯で血圧測定が実施
されていない状況が続いているほど、より目立つ色による報知を行うことで、ユーザに対
してより強く血圧測定の実施を促すことができる。
【００７５】
　図６に示した例では、報知部２０による報知の態様を変化させる制御として、報知部２
０の点灯色を変化させる制御について説明したが、報知部２０による報知の態様を変化さ
せる制御はこれに限らない。例えば、報知部２０による報知の態様を変化させる制御は、
報知部２０による点灯の明るさを変化させる制御であってもよいし、報知部２０の点灯及
び点滅などの点灯パターンを変化させる制御であってもよい。
【００７６】
　また、血圧測定の実施履歴に関する条件は、図６に示した例に限らない。例えば、血圧
測定の実施履歴に関する条件は、血圧測定が朝にも晩にも実施されていない日の直近の連
続数の条件などであってもよい。このように、血圧測定の実施履歴に関する条件は、血圧
測定の実施頻度に関する種々の条件とすることができる。
【００７７】
　また、血圧測定の実施履歴に関する条件は、血圧測定の実施頻度に関する条件にも限ら
ない。例えば、血圧測定の実施履歴に関する条件は、直近の推奨時間帯に血圧測定が実施
されたか否かや、前日の朝晩の少なくともいずれかの推奨時間帯に血圧測定が実施された
か否かの条件などであってもよい。又は、血圧測定の実施履歴に関する条件は、血圧測定
装置１においてこれまで実施された血圧測定の累積回数の条件であってもよい。
【００７８】
［変形例２］
＜報知の停止方法の変形例＞
　報知部２０をＬＥＤ等により構成し、報知部２０による報知を停止する方法として報知
部２０を消灯させる方法について説明したが、報知部２０による報知を停止する方法はこ
れに限らない。
【００７９】
　例えば、血圧測定装置１は、報知部２０による発光の輝度を低下させたり、報知部２０
による発光の色を目立たない色に変化させたり、シャッタ等により報知部２０の発光部を
遮蔽したりする等、報知部２０による発光の態様を変化させることにより報知を停止して
もよい。又は、血圧測定装置１は、血圧測定の実施をユーザに促す報知として報知部２０
を点滅させ、報知部２０の点滅を点灯に切り替えることにより報知を停止してもよい。



(11) JP 2021-69509 A 2021.5.6

10

20

30

40

50

【００８０】
［変形例３］
＜報知方法の変形例＞
　報知部２０による報知の方法として、ＬＥＤ等により構成される報知部２０の発光によ
り報知を行う方法について説明したが、報知部２０による報知の方法はこれに限らない。
【００８１】
　例えば、報知部２０は、バイブレータを用いた振動により報知を行うものであってもよ
い。この場合に、血圧測定装置１は、報知部２０の振動を停止させ、又は報知部２０の振
動の態様を変化させることにより、報知を停止させる。
【００８２】
　又は、報知部２０は、ディスプレイを用いた画面表示により報知を行うものであっても
よい。この場合に、血圧測定装置１は、報知部２０の画面表示を停止させ、又は報知部２
０の画面表示の態様を変化させることにより、報知を停止させる。
【００８３】
　又は、報知部２０は、スピーカを用いた音声出力により報知を行うものであってもよい
。この場合に、血圧測定装置１は、報知部２０の音声出力を停止させ、又は報知部２０の
音声出力の態様を変化させることにより、報知を停止させる。
【００８４】
　また、報知部２０について、報知部２０自体がＬＥＤ等の出力装置により構成される場
合について説明したが、報知部２０は外部の出力装置を制御することにより報知を行って
もよい。例えば、報知部２０は、ユーザが所有するスマートフォン等の情報端末との間で
通信が可能であり、その情報端末の発光、振動、画面表示、又は音声出力等を制御するこ
とにより報知を行ってもよい。
【００８５】
　また、報知部２０は、上記の各報知方法のうち複数の報知方法を組み合わせて報知を行
うものであってもよい。
【００８６】
［変形例４］
＜報知時間帯の終了時刻の変形例＞
　報知時間帯の終了時刻が、報知時間帯の開始時刻に関わらずに設定される時刻である場
合について説明したが、報知時間帯の終了時刻は、血圧測定の実施の推奨時間帯に基づく
時刻であれば、報知時間帯の開始時刻に連動する時刻であってもよい。例えば、報知時間
帯の終了時刻は、デフォルト値が推奨時間帯の終了時刻であり、報知時間帯の開始時刻に
応じて、デフォルト値からわずかに（例えば数秒又は数分）シフトする時刻でもよい。
【００８７】
　また、報知時間帯の終了時刻が、ユーザによる変更が不可である場合について説明した
が、報知時間帯の終了時刻は、血圧測定の実施の推奨時間帯に基づく時刻であれば、ユー
ザによる変更が可能であってもよい。例えば、報知時間帯の終了時刻は、デフォルト値が
推奨時間帯の終了時刻であり、ユーザによる設定に応じて、デフォルト値からわずかに（
例えば数秒又は数分）シフトする時刻でもよい。又は、報知時間帯の終了時刻は、推奨時
間帯の終了時刻に近い複数の時刻の中からユーザが選択した時刻であってもよい。
【符号の説明】
【００８８】
　１　血圧測定装置
　１０　本体部
　１１　圧力センサ
　１２　ポンプ
　１３　弁
　１４　発振回路
　１５　ポンプ駆動回路
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　１６　弁駆動回路
　１７　電源
　１８　ＣＰＵ
　１９　表示部
　２０　報知部
　２１　操作部
　２１Ａ　測定／停止スイッチ
　２１Ｂ　メモリスイッチ
　２１Ｃ，２１Ｄ　矢印スイッチ
　２２　メモリ
　３０　カフ
　３１　空気袋
　４０　エアチューブ
　６１　第１報知時間帯
　６２　第２報知時間帯
　７０　制御テーブル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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